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2022 年度前期 学生・教員懇談会（Moodle アンケート） 意見まとめ 

 

いただいた意見のうち、要望の多かったものについて回答しています。すべての意見に答え

ているわけではないので、ご了承ください。 

 

授業実施に関すること 

 

・ 対⾯授業を増やして欲しい。 

→緊急事態宣言が解除されたことにより、今後、対面授業の増加が見込まれます。ただし、

今後の感染状況によっては対面授業の実施が困難となる場合があることはご理解くだ

さい。 

 

・ メディア授業が良い。残して欲しい。併⽤が良い。 

→一律に対面授業に戻すということはありません。授業内容により、各教員が対面授業

かメディア授業かを判断します。 

 

・ 対⾯とメディア授業の併⽤はスケジュール管理等で学⽣に負担が多いので、早め
に予定を公開してほしい。また、ターム毎の授業形態の変更は避けて欲しい。 

→シラバス記入の時点でメディア授業回のスケジュールをなるべく明確にするよう、担

当教員に依頼します。また、授業形態の大きな変更がある場合は、なるべく早めに周

知するようにします。 

 

・ オンデマンド授業で履修の時間管理の⾃主性・⾃由度を⽣かせるようにして欲し
い。 

→授業担当教員の教育方針にもよりますが、なるべく公開期間を長めに設定するよう、

担当教員に依頼します。 

 

・ 公⽋分をメディアで補うような⼯夫は出来ないか。 

→個別に教員に相談してみてください。 
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・ 対⾯授業でも動画を掲載してほしい。 

→対面授業の動画掲載については教員の負担が少なくないため、必ずしも対応できませ

ん。個別に教員に相談してみてください。 

 

・ オンデマンド授業の授業動画にも資料を配付して欲しい。 

→担当教員の教育方針にもよりますが、できるだけ対応してもらうよう教員に依頼し

ます。 

 

・ 初修外国語のオンデマンド授業では動画が欲しい。 

→希望を普遍教育に伝えます。 

 

・ ターム間に置かれた「授業準備期間」が⾮常に良かったので続けて欲しい。 

→希望を大学本部に伝えます。 

 

 

履修に関すること 

 

・ 履修登録システムに、取得単位数と不⾜単位数を⽰す機能を付けて欲しい。 

→希望をスマートオフィスに伝えます。 

 

・ 修得単位上限の確認が難しく、不安。 

→まずは、しっかりと『履修案内』を読み込んでください。それでも分からない場

合はコース（専修）の教務委員・入門ゼミの担当教員や学部学務室に遠慮なく相

談してください。 

 

・ 「前期集中」で夏休み期間中に実施される集中講義と、「3 ターム集中」の集中講
義の区別が付かずにいたら、登録期間が異なり履修し損ねた。 

→前期集中科目は、年度初めの履修登録が必要です。十分に気を付け、不明なことは、
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事前にコース（専修）の教務委員・入門ゼミの担当教員や学部学務室に相談してくだ

さい。 

 

・ 2020 年度⽣から英語検定試験等による単位認定が受けられなくなったのはなぜで
すか。 

→ENGINE 導入に伴い変更となったものです。ただし、初修外国語検定資格について

は、継続して認定が受けられます。ご確認ください。 

 

・ GPA が分かるようにして欲しい。 

→希望をスマートオフィスに伝えます。 

 

 

施設に関すること 

 

・ ⾃習室が満員なので、増設して欲しい。 

→後期より、文学部、法政経学部の両学部で対面授業を増加させることとしており、

教室使用が切迫している状況ですので、増設は難しいです。自習室の使用におい

ては、距離制限等の使用条件を緩和していますので、お互いに融通しあってご利

用いただく等、ご協力をお願いします。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。 

 

・ オンライン授業で使う教室を明確に指定し、受講⽣以外の⼈が⼊ってきて談笑す
ることなどの無いようにして欲しい。 

→総合研究棟 2 階のマルチメディア会議室はオンライン授業（同時双方向型）専用の教

室となっています。そちらをご利用ください。 

 

・ 学⽣が利⽤できる⽂学部の資料室があれば、その利⽤⽅法も教えて欲しい。 

→文学部共通の資料室はありません。コース（または専修）ごとに管理されている資料

がありますので、所属コース（または専修）の先生に相談してください。 
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学⽣⽣活に関すること 

 

・ オンライン留学のことがよく分からない。 

→関係する部局、担当に今後の説明／連絡がどのような状況・段階であるのかを確

認して、文学部としても皆さんにお伝えします。また、留学生課留学支援室の HP

（https://www.ryugaku.chiba-u.jp/）にも情報が掲載されていますので、そちらも参

照してください。 

 

・ ⽂学部⽣の教育実習を 3 年⽣で⾏けるようにして欲しい。 

→各大学・学部における教職課程は、国に申請し、承認された内容により実施すること

となっています。文学部は、４年次に実施することで承認されています。 

 

・ 未登録⾃転⾞についてきびしく取り締まって欲しい。 

→取り締まりを告知しない形で定期的に取り締まりをおこなっています。西千葉キャン

パス駐輪・自転車対策については下記 HP に詳細が報告されています。 

https://www.chiba-u.ac.jp/campusplanning/bycicle.html 


